














































































一一’．一＝一⊂酬●■吟　戸●●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）t■一・一■・一■一…・・一一一’’’’’’・…一一・・・…　．．．．。・，　　　　　　　　1‘卓虚貯｝：、‘�_叉軍自‘．禦一・・．・1∴・ご咋卿�n三」＾再庁�e一’1”哩丁ア�n�h�d⌒一三一n：�n嘉⊂再llで卵’坑内切羽照明燈乙z●、75奮9膣縮室氣により小型ター’ビンを廻縛させて稜電するもので，光力の強大なことと，誘爆の絶無を期した取り扱い便利な小型輕量ランプであります　　　　型　　式‘　　　　定　　格　　　　出　　力；、，・　　　　照明角度tt＃t霞．．・AL−1型　　　室氣治費量6V，5A　　使用塵力　30W　　實測重量下牛分（180°）6〜8M・a／Hr2．5氣塵以、上7．OKg　・東　京・◆a■■■D　e■一　●一一丸ノ内・丸ビル京電襟キ旅式禽耐●tf吟・Etl’rL．’：．’，・ぐ：亨一一→　’三＝⊂・ト　U　fV　　　　k∵蒸し‘　喝D1誘導電、／動、　へ機の　日登，港第＝蟄電所の誘引遍風機用誘導電動機において，軸受メタルの¢慧隠竺聾欝蕊誌禁き驚；元‡の有’の蝦・試駒結mre報告L・樋流呼生機構お　　・　よび異常現象との開係について考察Lてみる．　　　　　　　　　　ノ　　　　、　　　　、　　　　　　一　長崎製作所‘　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　一　　　1・緒　　　’　言「　　　　：　　　　　了　　日＝登電所は昭和22年4月蓮轄を開始したが，　　その1號罐蒲誘引通風機は2塞あつてそれぞれUA−90　　型シソク　V7　Mee接手を介して，3島KW　900　rpm．籠・　　型誘導電動機に蓮結されている．teころth｛」“Xl99＊＄SS，agよ　　江振動その他の事故が頻登し，日登當局にtS　k’御迷惑を　　かけると共に・九州の電力事情に秀悪影響を與えていた　　ものである．　　事故護生と共にシングレア流題接手の機械的バランス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　の調整を数回に亘つて行い，その他振動防止のためあら　　ゆる手段を壷された｝こもかsわらず事故は止まなかつた　’當赴は23年2月事故の纏過を始めて承知したのである　が・當時問題の馬翻鞠くシンクレア舩り電動馴に、　勘つ曲つkkめに・こふ1・電動灘唖よりのWW研究　　を命ぜられたのである．　　そ池｛糎・の面より劇桁つ端果7朕｝藩　　嫡く繍を縦ことができたので，ewの夏搬期　修理醐として峻桁暗破好な鞠を績けてい、　　る．’　　　d　　　　ペ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　本件emetw的には・くランス，振動の間題麟的には　軸融の興題その他鞭部の荷駅振鮪動と潤滑ρ麟聯の馴題校錯していた戦・現象瀬雑化　　し”maに手甑？たものであ碗この間日難局と　ヨ踵工齢逡翻の噸者各位噸歎る御a助と，　熱心なる御婿に厚襯融表t，・＊文たおいて噂蝿　mの面より本件b鞭を搬し，併ezanを申述べた　　い．　　　”　　2．編t�u概要’　「‘・　本電動機は三ミ菱祠戸浩船所製．シソクレデ流胞妾子�`ム・一一9・を凡て酬繊機鴎結し，圓滑な搬纏を　行噛ζ讃されている・しかる滅運轄當時よ端書i軸晶亀流、＼片　　山　　仁　’t　郎　∵」　　接手は振動が激しく，暫く放置すれば使用に堪えない状　　　　ぶ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　態に立蚕るのである・流燈接手のバラソスの調整や据付、　　けの調整は敷回に亘り入念に行われたカく，振動は依然と　　して周醐に徐々醐柘L，その都麟動機の鞭・タ�j臓毛する．・鞭・麺の椿えを行い，据撒麺　　調整すれぽ暫くは静かに蓮輔するが，間もなく振動を徐　　々に再登する．この苫うに軸受S・tタルの入替えを行5こ　tt　　と，昨年7月か’ら本年に至るまでの間に1號機では7回，　　、t　　2號機では10回に及んだ．その間に軸受用潤滑池のrt’　　劣化が激しく，最短3日位’で黒饗する｝伏況にある．これ　　らに比して軸受部の温度上昇は低くf’いずれも規格値以　　丙であk．以上が本年2月我々に報知せられt（’事utの概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　要であるが，その後の調査により，・軸電流防止袈鐙が製　　償祉』不牡で・かρそ噸の振動≒度重な硲解’　　修理のために破損し軸電流に封する絶縁が破壊せられて、・　いることカミ判明した．　　f　　　また機械的設計の方面から考えて，本例のように容量　　の割合に周速の大なる流彊接手と，ブラケット型の電動、　　機との組斜わせには再穣討の除地がある様に考えられた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　　3．軸電流に關する第1回試験　　　　　　　L、N，謀欝繁讐灘�f1鷺翻：こ1；　．電流によつて，軸受面のp｛加9や軸のSCaringが生ず　　’　ることはよく｛煩られたところであるが，本件の場合はこ　　．　の様な現象はない．（たeし後述の様に苛酷な條件の下で声る・轍な・・…O・挫ずること・・分つた）その∴程度の軸電流ミこの様な軸受メタルの磨粍，軸受油の汚　／損等の原因となるふ否か紛らない，1、　　　・　�`　（ア）　軸電流の原因宍ての繊の鯨は錨樋った後，鐵醐｛において　ノ時計方向のものと反時計方向のものに分れる．この爾方’の磁路の磁氣抵抗が相等しけ｝tば，これら磁束は相等し．一’w‥『1『’▼叩一・‥’vr’『’−’　”〜”…‘丙�i≡・S■　1　　　　　　　　　（189）1　�i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丸　．ノ1三”　1　’一　　　’　　、’…！　　　　”，　’r�`．　　　　　　　　”「　　　　　　’　、�d、　．〈なるが，これは時によつて相蓮ず’、　j’1’　　ることがある．“すなわち鐵や部の導’1　　　磁率の相違ζか，機工上の誤差とかS’　t，t組立の間違いなどの爲である．鋤心　　　’が分割式になつている大型機械では1・　　　そg）縫目による磁氣抵抗の不干衡は．　　　不可避的なものである．（￥1tV3圖）∫　　　圃において爾方の磁氣抵抗が等しけ’1　　　　第　1固　　　れぽφ1’とφ2は等しくなるが，継目があるためにφ1と　　　φ2の間に相當の差を生ずる．すなわちφ1の内φ2によ．t’　　つて打消されない部分ぱだけ（rmを敢りまいている課で　　N、　　　’ある．つぎに回轄子が1極ピヅチ回轄すれば，各磁束は　　　4凋波だけ饗りxの方向も逆包なる．第3圖のように鐵x．・　　心を2個に分割し極数が4の場合に｛t，軸と叉交する磁　　　　束ば機械の周波敷と同一サイクルになる．この様な磁束　　　　にょつて軸電流が登生するのである．　　　　6極の場合には（喜45圃）φiも吻も共に縫目を通　　　　在ために，磁束に差を生ぜず軸電流も鞭生しない．しか　’　　，　レ纏目の配列力澗のように塁躍でなく，構造上の條件に　　　　よつて例えば（イ）kn）のようになれば6極の場合に，　　　も軸電流を登生する．　　’　　　　　　　　　　　、v：　　　以上の條件は直流機でも交流機ても，また誘導機の様・’　　　な回轄磁界の場合でも同様である．たL“前者は機械が回．、”　轄しなければ軸電流は護生しないが，回輔磁界でぽ瀞止＼、　　’中にも不雫衡磁束が回韓するので軸電麿は登生する■tた一t　　　　蛤し静止中は軸受と軸とは直接接胸し，回轄中は軸受の　　　　油膜を介して接鯛しているので軸電流の大きさには相當　　　　の差を生ずる．また油膜の形成状況の如何によつても大ぼ　　　　きく憂動するものである．　　　　　　　．　　’　　叉交磁束の護生する割合は纏目などの不雫衡磁氣抵抗・　’　と主磁路の磁氣抵抗の比闘係にするが，空顔に要するア　．、　　　ソベア●タ声ンが増加すれば，この比は小さくなり軸電　　　　流は減小する．誘導機は他の機械に比kて宰隙が小さい　　　　teめに磁路の非綱が大きな影響を及ぼす課声ある．高、’　　　速麟でmaのためにあける孔も極に封レ綱嘩磯　　　　に¶極ピヅチ毎にあけないと軸電流の原因となる．鐵心　　　　の描罐棚かな場合には・；れ｛よ搬す様に通風孔を　　　　あけると好都合である．　　　　繊心の綱目の敷をn，醐敷をρとすると，fi数　・n！p：　　　　を約分した分敷の分子が奇敷のとSは，その分母｝こ相當、、、バする醐劃ひき奇獅の綱が含まれることに地1　言翼纏劉：欝二藁�f麟；璽璽　、　　反し分子が偶敷のときIX7．その極封数の磁路に含まれる　’，t　”一醐が徽鵬ること措君るのであつて・　tspapと撃7で慾7？こ∵一∵二ぎロ∵二丁7三元�e：二7｛ll二三ご署言で醒警ざ�n2　〈　190　）・’∵　、s・tt！’第2‘圏�cで簿�k騨鰯　　’　　、　　　　　　　　（　　　．ハ第・3回・　t・t，　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　第・薗・−1』語5圖磐；藁‘ぞン’　　　　ノ｛i、左廻りの磁路に磁氣的な不雫衡を生じない．したが？て軸電流を護生しないことになる．これが軸電流の護生を　　　〉豫知する法則である．　　　　　　　　　　　　　　　．　セグメント・コア’の場合にはヅキ合わせの纏目と蓮つて，互に重ね合わすのであるが，このパシチyグでは普通辮の随に2個の鳩尾カミっくた蜘ζ醐め劃まセ．グメ・／．hの2倍となるので，（2in！P）を約分した分敷につL）て考えねばならな心　　k’t　’‘．撒の周雌嶋綱波蜘・・その紛した頒��分午をかけた値である．’例えば8極，6セグメソトでは’　　　　　　　2×6　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　　　　　　　　　一＝3　　　　　　　　’4　電源の3倍の周波敷の軸電流な褒生し，30極・12セダーメソトでは　　　　　　　　　　　u・　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2×12　　8　　　　　　　　k　　　　　　　　’15　’　i5　　　　　　　　　　　　　　　S　軸電流を護生しない．本電動機は8極，6セグメント　、であるから，電ta　00　6．で180べの軸電流を護生していると思われる．　　’　；T　　　　　、　　　　　　　　ミ　　　　　　　ぼ嘩た此の比が1以上になるときはす・ぺての極嫡嬬流の襲生に寄與し，分敷のどきは，その分数に相當する　　　、極のみが闘係する’；したがつて分母が大きいva　q軸電流は減少する一，，‘　　’　　　　　　　　　　　．　固定子，回轄子共に櫃目を有する場合には，各々が別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ愉�鰍ｵで生す醐電流の輪なると考えてよL・・それは例え固定子鐵心内で磁束が不干衡となつてい｛も　　　t一空隙におけ繊勅舛襯は曝正常な雌にあると考えられるからである．すなわち回轄子の纏目は固定子leは織係であると考えて差支えなt・．依て誇導電動ec　s’　　　　　　　　　ミ窪電機・VOII・　22　Y・・7；1螂　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　’t，t’一．“一’　，’　．LL　　＝　　”　　．∴’1　　’−r’．−T−r−7パ　’三‘’　1’ご∵1．．　　t’：∵9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“の齢には嘩子による軸蹴輔り麟戴唖・醐難後赫融・靴して・・る・rwの鮎…°・6なり，これが固定子による軸電流に重聲される課である．　　で75時間加熱してみたがその縫色より，軸受中での饗　この他に軸電灘菱生の原因としては　　　　　　　　　色の方が濃い．　　　　　　　　　　　�d　t、　　（1）軸を通る直流まだは交流の磁束　　　　　　　　　　　72｛時間後油の中の沈澱物を化學的に魔理したとこ▲ろ・　　（2庸翻果による軸とma間嶋嵯　　　　僅少の錫の存在潮められ舗・棚轟1・よつ噺、・　　（3）回轄子導麗と鐵心の接地　　　’　　　　　J　　受メタルが磨粍したものか，軸とのすり合わせの際の粉などが考えられるカC一般に誘導機ではこれらによる軸　　が混入したものか不明である．，．．（軸受メタルは錫ペー一ス電流は小さく，本件の場合にもこれらの原因は考えられ　　、のものである．）　　　　、　　　　　　　　　　．’な＼1・精臓の細は　　　　　　　　つぎ醐鋤を獅ととりかえてmeしたところ醐　、　350KW・3300　V・60　N・8極’900　r・P・m・　　　　　　端における火花は再び前回と同様年護生し・軸と軸受間特番1003−C・籠型端放型　　　　　　　　の電塵も前と同じ値となつた・　．　　　’　　固定子鐵心；6セグメント　　　　　／ノ・　　　　以上の結果より考えるに，本機は軸受の絶縁カミ破壊せ　　　　ロ　　回轄子鐵心；丸抜き、．　　　　　　　　　　　　られているために軸の爾端間k一約0．8Vの軸電塵を護生　なお’ブラケツ．トとベアリソグ，ハウジングとの間に　　，レている・これにより爾軸受部の油灘通して軸電流がマイカルタ製の絶豫環を入れて・軸電流の絶縁を行うご　パ　流払軸受油の劣化を來し時間の経過と共に衣第に軸電とになつているが，（第6間）試験に用いた電動機では，　　流は増加している．すなわち軸受と軸の間の抵坑は何等負荷側プラケヅトではマイカルタ絶縁環を虞鍮環ととり　　かの原因によつて次第に低下し，その間の電位瑳1は軸電かえ・遊び側ではその一部を繍環と取りかえてあるの　　流の増加にもか’sわらず減少じ，火花も小さくなつていで・1軸電流に封する絶檬の目的は全然果されていない・　　　るのである．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　（イ）　火　花　試　騒　　　’　　　　　＼　　　　　　　　（b）　軸電璽の測定本電動機を500KW・直澱電機と直結し・輕微なる振　　　，供試機の軸電塵は軸と叉交する不干衡回轄磁束によつ　・動嬢生する様に擬つけ鰯整し撫諭蓮轍・て試　殴生ナるものと考えられるの℃，軸の聯醗輝匪’験を行5・　　　　　　　　　　　　　　　、　，　　の端子となり，軸受一プラケヅF一固定子特一プ・針雛�f誌蹴耀�l慧1；�l撚鞭�l�bテ璽慧分つた・すなわち相當の軸電塵力竣生している課である　　に少いために，軸受油膜の抵抗を除外すれぽ軸電流は相力｛・A・C・3V電歴計粥0・6V乏となる・　，　　　　　　當の値に達する恐れがある．本機の直流抵抗は軸端聞で　このま▲の状態で無負荷蓮轄を72時間纏績したが，　　　0．00692ρ，軸受間で0．0136Ωであるが180“eのインピその間火花は弐第に減少し，72時間後には全然護生しな，　一ダンスは實測できなかつた・　　　　　　　　　1くなり，麟と鞭間の駆も嬬1・低下し72時醸　　第8剛示当部の謬と滝瀧匪との關係障1’1こは0・2〜0・25Vとなる・　　　　　　　　　　　　　　表および第9圖の様になる．表中の藪字の範園は電塵計軸受油（醐由第2種乙〕を試験の前後で比較すると，72　　の針の振動する範塵であつて．その下は平均値を示してン，イ・〃．第6掴　軸電流防止装置誘導電動機の軸電流◆片山第7回軸電堅の火花いる．織心各部力く飽和してくる．とコア’の継目の磁氣抵抗が相封的に減少するので，軸電堅は電源電膣が或程度以上になると減少し始める筈であるが，その傾向はまだ現われていない．　なおこの測定は軸受油力噺しいときの値であつて，72時間運轄するどつぎの様に憂化する、電源3300Vにて　　　Vi　＝0．2〜0．25　V　　　Va＝0．2　V　　　V3＝＝0．68　V　　　　　　　　　（191ゴ3　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　h1．＾i　II、’■c”・一．1”，吉こ二三二t♪ノ8　�j一’”r｝’；Tr・：TT∵三1：，∴τ1二≡1・�_三，び．、また遊び側軸端とア三ス間には0．8，Vの電ajth・rxtcしている．　．　　　1つぎに遊び側ブ7ケバの軸受部にマイ釦レタ麺あ絶豫環を挿入し各部電塵を’測るsとつぎの檬になる．（第10固）．軸と軸受商に電位差がないことは，軸電流が通ブ（いないと考えて差支えないすなわち回路の一部に絶縁をすれば，護　　　三．館憤各鶴N、s堅7t．ノ竃酒電堅ポ’ル　レ　　　　密学，ロガウスVD・，　　　、：　　　　3Vざ卿．　5．55　　　、◎’0。400．4〜0．　禽410−0♂　C．683150■5．毘0．56〜0．62　．0．590．5〜0．54　0．520β0’33006．1＼　　　　　メ0．56〜0．6　0．58　α58一�堰D62、　　o．60　　0．966．380．66〜O．70　0．68α70〜0．74　α721．0　　　　F　　、鋤6・650．？6〜0．82・　0．790．5〜0．58　α54L15　　　　　　　　　　　　　　　　一　t　　　　　　　　　　．　　　　　　　．　「、，　　　、　　，　　　　　　　　ア勧ているもの・・軸蜘脚識つて　　　いかに影響されるもめカ〉　これによつr　ト鞭油の劣化は起撮舗醐果して　　　メタルの磨粍の原因とまでなるかどう　h）　　　は依然不明である．　　＼H　　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　4．軸受油の試験　　　　軸受油と軸電流とは重大な關係を有す6ので・諸種の試　　，．　　　　　　　　　　　　ト験を行つとたころ　’　　　　　　　　　　12第2表の様な結果　　　　　　　　，　1．Oi撫行つ潔のは，油め劣化がV　　　　　　　　　　O4局部的な温度上昇　　　　　　　　　　a2のためではないか　　　　　　　　　　　　0と考えちれたから一であ�`が，前述せるよ5に色の饗化＼：■’，＜∫a一Cl、魂、3000〔苅00320陶00　　　　3田0　　　電源電圧V　　　へ第P圖軸電膣こ、1巨｝”∵蕊雛欝驚ぽ灘鷲治麟羅麟：�f�f：ぷ二・k　’　　鞭油が新しい場合の各部の軸電塵をオッシログラフに　　ものかも分らない．　　　　　　　　　tt　　　、．　　　　．とゐどつぎの様になる．　　一　　　　　　　　　　　　　　なお港護電所で使用された油はJNS・綱由第3種　　　　　　第1彊　酬鯛　　　　　・　　ン　（⇔。油）の第2ないし第3號と考えられるh：．こ撫　t　　　　’醐・2頂’岬の鞭・綱の間　　　、油膜の形成を麟なら・む・麺≡獺繊の嵩いs・一　　　　．魂1坤題醐綱と諭獅受燗1．　　のを使用s2・たのである・しかし結果には燈なかつた　　　　　瀦14圖．遊び側軸端とアース間．　　　　　様である．　　　ie　　　　　lこれによつ硯ると鞭髄・8・〜の整然た搬形を　．3つぎ｝・當ma＝て使榊め鞭油rpmseSPtea’ft2・5mm・．　　，　示している｝・反し・軸asesの電醗下は節めある�rな．・醐隙↓・て齢せるところ3�MV！215（mmすなわち　　∫獅となつている・しかも72時間の無諭鞠後1・は『　　　∴．・210V／m皿　・　〆・　・『　　　　　第15圖のように，更に不整な過渡蜘態の電流となつて　　となりこれは油膜の厚さ如何によつては容易に放電破壊、　　viる．すなわ塒間の幽と共に軸電流ま次第に激しく　．迦れ躍度のも聴あること紛づた．．’羅；蟻驚竺由蝋た’llll　’e　vaとし働ほ澱碑おけ欄　’t　　．　　第t5圓　遊び側の軸受と軸端との間　　　　　　　當赴にて以上の試験を行つた後，23年4月港襲電所に　　　　　しかるに馴後1・tsいても・剛端間の麺電勘獅　一て難勅ものにつ（輝測たところ・・號機2繊　　　　　には何等饗化を認めれらない・　　「’．「　　　1　　　　共に軸電璽を登生してレるこ、とが分つた・’rtsわち第16，　　　　　　　｜　　　　　　また周波敷が．180Nになつているこ　　　　　　　　　　　　　　　　間に剖ナる各部の電塵はつぎの様にな　　　　　とは，軸電流の原因がセグメント・コア　　　　　　　　　　　　つte．”〆“’；‡�f鷲違蹴，　　　　ト．．・9：こ�l隠裟　、、F（”　　　　の軸電流が流れているζとは分つたが・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−　VBiO・83］Y’　　V6＝0．52V　　　　　試瞼後分解黙瞼せるもpittin9やs．o’r’n9　　　　　　　　　　　　　　　　　よつて軸電流と各種事故の闘蓮を調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　を登生した形跡は見あたらない■t　　　　　　　　　　　　　　　　　するために・1號機はそのまSとし，　　　　　この程度の軸電流では，實際に何アソペ6、第10圃絶縁後の軸電懸　　2號機の遊び側軸受にのみマイカルタ　　　　　4．（192）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三菱電機・VOL・22・．No；　7・1948　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、s　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　／　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼”・　　　　　　■　　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！冑0▼　　　　　　●、，ゲ座工、αo▼べF」　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　、　すα4、t＼t　「，　　第11園　雨軸端間の軸電璽絶縁環をと．りつけて軸電流を防止し，1號機との相違を求めること▲なつた．その後流膿接手側の都合により2號機のみUA−901型接手を1段小型のUA−80型＼にとりかえたtgめに，機械的荷重條件が前よb”よほど樂になつたので，嚴密な比巖鐘翼欝欝〉�f羅メタルの磨粍も，軸受油の劣化もほとんどなくなり，好成績を牧めた様である．　なお絶縁環を入れた後の各部の電堅はつぎの様になり軸電流が完全に防止ぜられたことを表わしている．　　V］　＝OV　　　　　　V4ニOV　　V2＝0．85▽　　　　　Vs＝0　68　V　　V3　＝＝0．82V　　，　　　V6＝OV第12圖華14薗遊び側軸端と　　　　t一　第15圖遊び側の軸受と　6．軸電流に關する第二回参考試験さてつぎに我々は，軸電流の値を定量的に知る必要を痛　1感したので，軸電流測定装置を試作し，これを用いて軸〆’簾2表髄受油試騒戌績ヲー相＾　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　’　　　　　　　　　　1飾［・唖類｝比重・’・粘度30°ロ厨匿試験レワドウプド　W25醐1鵠裂脇協砿941ゾ2分4一　　　　　　　　≒　　　’2　「脇離び魎議0，941噛ヨ2舟2秒一3営房のもの75時澗加熱後　0．8862分1秒一同　　　　　上叡）時間加熱篤0．886　　’2分8秒一ゴ5←詞　　　　　上25時間加熟後’0β862分《砂一6同　　　　　上力廉ぜざるもの0，8861分53秒緬註　1・加熟試貧は湯浴中にて100°Cに各時1緋纈せるもの・　12．粘度‘tlv　−7ドウッ｝∫粘度計冶30°Cにお↓ナる50C．Cの沽下　　秒敦で，Pt．　3．麟は5回の乎均値誘導電動機の軸電流・片山　　　　　　　　　　　　　、これは軸電綱路を一蜘路とする一勧憂流器であ？rて第17薗のようにして測定するのである．鐵心は硅素鋼板を積重ねて作れgよいが，積層鐵心を使、わなくても，軟鋼から丸型に切り出してニヅ割としておけば便利である．その場合感度はしさSか落ちるが十分實用される．（第18．圖）その特性醐を求める1こは本器め中心に模擬軸を入　＼れて電流を流し，その値とコイルの誘起電塵との關係を求めておけばよい課である．本試作品の特性はワ第　　　　　　　　　．　　　　　軸端の間蹴の難嫌想せらne2Xmaの鞠機琴つて鍔試験を行い，興味ある結果を得ることができた．（ア）軸蹴眠鑓　イλ’　　　と、（193）　5’言1∫∵三∵∵1”1．ゾア三7三口言1�n言三る：1口：∵⊂汚三⊃；二．≡べ、1．‘、　　　←　　　　　　　　、”　　・　　　一・　　’”　　　，・　’，　！　　一「・’　　　　，　　　　　．　層　　　　　　　　�d　　N・　　　19賦う繊・な嚇蹴・動．・べ・以醐九’“　　．ていれば繊出することができる課である，h，”　．　　　　．［�`　（わ鯛流の非，　一．　　−　1　‘　　’第1回参考試瞼の供試機を用5ることカ：できなかつたの、　　　’でつぎの様な電動機を用いた．　　　　’　　　　’L600　KW．3300†，60N，8極巻線型　　「t　　　　本機も同灘・アーのセグメン〉　DtWrb：　6個であり・上　　　　記の例から見Z’當然軸電流0駿生’しているものと想儀　　、　されるのであるtたs“し本機は勿論これと同一一paの設・　　　計の電動機は絶縁Mマイカルタ環さえとりつけていない　　　　馳が，未だ嘗て軸電流で問題を起したことはない．　　　　さて，今回は好都合にも雀線型であるためにプニ次回路　　　　ーを開放して停止中にも軸電流を測定することができた．　　〆すなわ鞍醐と鞭メタルと随接m・・al　c・ntaet’して・　、いる場合であつて最悪嚇態である・これと回轄中の軸　　　　電洗とを測れば油膜の影響がいかなるものか渕明するで．　　　　　　　　　　　　　　　　チ　　　ノ　　　　あろ5・　　　　　　　　．・　　　　　（1）’二吹開放静止中の軸電流・　　　　　　、．．　　　　回轄子回路を開放し，静止中に軸電流を測る’と第3表p　　　　様になる．　　　　　　　　　’h・　　“z　　　　ナなわち牢綱とカ：鴫1・・n・aesしてい腸剖・ぱ　　　　定格電堅で100A近くの軸電流が流れているのに反し　　　　て，軸の⇒間の鋼蝉に小さい・こ綱電動　　　　　　　　シ　ト　　　　　　　　　　　　ぷ　　　　へ　　　　　・∫．、／〆　　．．，　　・　　　、第1i圖　軸電流の測定法L’’入∴∵’二　，二ご一ヨ．　　　　　　　、．　　　←　　　．　　　　　」　　3、　　　　　　　　1　　1　＼⊂±「A寸　　　＼’／　　　　　　　　　，　　一’　　一一　し幽．ノ　　「一チ又ハオψyoプラ7、懇　‡to7〆　輪醜の端子続全に繍された雌｛・なつているた　4＼　　．めである．このときの波形は喜、201画および第21薗の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　’　如くであり，いずれも整然たる波形をしている，たS“し　　　　第20圖は軸端間の電塵であり・第21剛ま測定装置を　10　　　　通し〉（オッシログラブに入れた軸電流の波形である．　　　o．7　　　’（2）無負荷回鱒中の軸電流“’　　　・’　　　　　．，0，4　　　　つぎに無負荷軍濁蓮轄の揚合には菜4表の様になる．す　　　　なわち無負荷臓中は軸受の7蠣ができるt−bpa・軸電　o，2　　　　流はほとんど阻止せられてい6また軸電堅はほとんど誘　　　　起電麿そのま入が軸端卿こ現れているのである，　　　　　，　　　　こ椎オッ・7Pグラ・に示すと第Z園，第田薗とな’　　　　t　　　�gり，電源電eと軸麟の開係は第24固（イ）の様にな’　　　　・る．　．　　　　　tt　　　　　　　‘　　　　　（3）　軸受油の影響　　　　軸電流が油膜の形成状況如何により大きく，左右されるこ’1．　　と紛つたので潮到醜粘度の低い蓼纒蹴ととりかi’，　　えてs’その囎醐べてみ応雌はレツドウ・ドにて’・‘：　　’　　　s懸器油・・……・…　．72秒4（27．5°C），　　　　　　∴本榔ご使用した潤翻由465・秒（28・5°C）　　　　波形は第25　N，第26・回め様になる・すなわち愛璽器．　　　　漁の齢には油膜溺すくかつ破れ易いので・≒れ樋　　　　　して火花放電が行われ↓（いる様に考えられる・軸電流の巨・　’6　（M）’　　　　／‘：か巳　　　　．　　　　　　　　．　　ゴ　　　　　　　　　　、　　　、　　　　　　〃　φ　ユ「ナメノP200回巻5第18圖　軸電流測定装置『　　、　　　，　　　．4　　　　　　　　　　　　　　　L■e，i　　　　2　　　　　4　　　6，　　’0　　，t　20　　　　40　　もσ　　’00　　＼　　　　　　　　　　K軸融A　　　　　．釧9圏輯流雌器のbetr・ノ．rs　3　S　7衣蘭轡刃▲晒ぷ　’　　ノ　第4表頷貫荷回節中の直肉　T源��v柏電　’　　vごm処5〆一．．釦oo’48ρ’　　‘一31孫70．0一●冑　330“、’07，e一錨n1．12t・一蜘軌15但、洞窒冑の僧回徹‘t7se●一ゾ＼完菱電機・VO1□．22．封o．7・1　1948i＼s第20固　静止中の軸電璽第21固静止中の軸電流第22圓無負荷回韓中の軸電堅第23圖　無負荷回樽中の軸電流誘導電動機の軸電流・片山　　iro　　　　　　　　　値も夢24闇（・〉のよらに以前　軸　ico　　　　より増加している．．齢o　　　（ウ）第2回試慶の吟味E60　　　以上の試験より分ることを列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　學すれば　　一　　　，　　20　　　　（1）軸電流は測定装置の大　　0　　　　　　　　　　　　　　　きなイ’ソダクタンスを通し　　姻鋤�l跳欝�i細　　て測られるの破脚歪み　　　‘イ，2：綱放輪凶の軸恥叱　　　　　が生ずる恐れがあるが，．第ね亀　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　25，26圃などより見て大き電丁　　，き§ノ　　　（騰籠蹴五ぺlO’1，0　　　　　　　て静止中は非常に小さく，808　　　　　　　軸電流は回轄中は非常に小‘．〔塔　　　　　　　さいが，静止中は相當に大．4田　　　　きな値に達する．これは結202　　　局軸電流の回路に油膜の抵　　　　　電源電圧（T》　　　　　れるのであSて，電動機の’　　《鵠袈蹴鷲露欝　鋤の蹴・1・大きな綱　　　　　第s．、24固　　　　“caの蹴る可離卒る・、　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）軸電流の周波数｛ま1SON　　　　　　　　　　　　　　　　　　となつており，その原因が¶　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ・グメント・コア声にある　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことを示している．　軸　　　　（4）　回轄中に軸電流が流れ1品　ないのは雌の形turwar−・．08田　　　であるからで，もし何等が　　、0，6ω　　　の原因により油膜が不完全0440　　　となれば軸電流を襲生す　　　　　る．　　　　（5）油膜が油の特性，とく確20　　　　　に粘度に左右され易いので　　　・　軸電流も潤滑油の種類によa　lo　　　　　つて愛化する．　　　　．（　6）軸電流のオツシ回グラ42　第24圖，軸寧盛軸電流と　　　へ電源電歴の闘係ムより考えるに，油膜カミ比t較白勺｝こ厚し・齢｛ま，　僅力、な電流が漏洩，持績電流とユ／て流れ油膜が薄い場合には油膜を通して火花放電をなしている様に考えられるこ「の放電が激しくなると潤滑油を測ヒし，軸受メタルのpittin9や軸の8cOr｛n9を（195），71お第25X固t曇遁8器油を用いた場合の軸電流　　第27団　　　　　　第30圃軸受のピツチング　　」　軸受のピツチング　　第28圖　．軸受のピツチング　　　第29囲＼x8K　196）　　第31圖　’軸受のピツチング　ー，第32口第26圃　攣歴器油を用いた場合の軸電流稜生するのでわないかと考えられる．た父し今回の試瞼では，いずれの現象も衰生しなかつた．7．軸受面のpittingおよび軸のscoring、これまでの試験では，ピッチソグs”スコ・・一リソグは共に登生しなかつたが，23年8月港畿電所で1號機の軸受第33固　ピッチングのピンホール、第34圖　ホワイトメタルの組織　　　　　1500倍　　　さて港襲電所におけるピッチングは，UA−90型シン　　クレヌ流盤接手附でパ約40日間實負荷蓮噸軸受を開　放せるところ，遊び側，シンクレア側共に軸受メタル面　、にe“’2チング蛾生していたものである・．なおこの際軸　　とメタルの隙は45／100　mmであった．第27間は遊び　側軸受の上メタルで全面にピッチングカ壌生してお0，…　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ　　　　　　　、　　芸菱電機・VOL・孕・施・7・1958’：メタルの入替えの‘際始めてピッチシグを登見した．なおそめ直前’紳戸造般所にて流鐙接手の試瞼の際奇酷な條件で蓮轄されたので，ピッチソグと共にスコー一リソグを護生した．軸電流力域程度以　　　タ上になれば，これらの現象を件ふことは既知の事實であり，問題はその程度以下の輕微な軸電流でメタルの磨託や油の劣下を・招來するか否かにあるのである．　，、’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　第27■は遊び側の下メタルで，第29回に示す様な油　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膜の油の入る側に出ている．第30圏は負荷側の上メタ　　ルでほとんと全面に酸生し，その傷がやSびどくなつて　　いる・第31劃は負荷側下メタルでち29固の位置で軸　　受の端に護生している．なお遊び側上メタ・ルの第32回　　のハッチングの部分を顯微鏡鴬眞に鑛大すると嘉33岡　　第34薗の様になる．第33回はピヅチングのピンホー・　　ルをメタルの面に直角に搬大したものであるが，穴は噴　　火口式になつており，その深さは約3／100YL／100tnm，　　表面での直径はL2！IOOmm位である・第34鋼はホワ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　イF・メタルの組織を示している．　　　っぎに紳戸造船所の試験はUA−80と直結して行われ　　たものであるが，潤滑状態が悪かつたために，ピツチソ　　グとスコPリングを護生した．第35〜37回はこの状況　　を示す．第35固は遊び側，負荷側共に下メタルのほと　　んど全面にピッチングを護生しているが，上メタルには　　異常はない．第36圓はこれを撞大せるものであつて，　　これにより金属接鰯を起して輝面磨耗の性状を呈すると　　共に，ぜッチングによる無敷のピソホールを護生してい　　ることが分る．これは潤滑状態が悪く油膜が不完全であ　　れば，軸電流によるピンホ’ルと機械的磨耗とが同時に　　　　　　、　　護生し，C軸受に致命的な悪影響を與える例である．昔37　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胸はその際に褒生じた軸頚部のスコーリソグの欺況を示　　すものである．　　　　　　　’8．港腹電所における軸電流の憤測　　ならびに封策23年8月港襲電所において，軸電流に封する絶縁不良のまS，軸電流測定装置をとりつけてその値を實測した・本機はマイカルタ環蹴めてあるth：’その一部斑絡しているために軸電流の絶縁は破壊されているが，軸、受部の護熱に封してはほtVんど完全な絶縁となつてい　る．・　本セツトは第38圖のような組合わせであつて，UA　−−90型の場合自重約800Kg（内部の油120　1を含む）　の灘豊接手が電動機のブラケットにOver　hun9してお　リノ（その外径約1190mm）これが900　r．p．m．で回轄　するのであるからGD2は大きく，その僅かな養化によつて潤滑llnvilh：ma　im電流も相當の値礎しているが　でわないかと考えられた．　　°　’、第36園　ピッチンクの面／／／ノ　，　r〆！　まず蹴接手内の油量を約20’に減じ，通風機と？接績を切つて無負荷として測定した．この場合遊び側の軸と軸受間の隙は第39圖のように幾分小さすぎる程度である．　その時の軸電流は誘導電動機の軸電流・片山Tl　1’第37田　軸のスコーリング（197）　9噺F・、一一・一≡：∵、．7三LT　　　−’「一二」“、・「＝・τ、、c，一　丁・」fli　　　　　　　．　　　　　　‘　　　　　　　　ゴ，　　　　　　　，t　−　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　起動嘩75・：・78　A‘　　　　　、．　　　、　　　’　　（この範園にメータ声が振れる）　　　　　20分後’61〜65A　　　　　55分後50〜54A　　起動直後には大きな値であるが，軸と軸受のなじみがよ、−tぐなるにつオ《次第に減少している．しかじなお相當な大　「’きさである，このとき遊び側軸受の軸端における各部の　　温度上昇を熱電勤で測ると第39圖および第5衰の様に　　・なり，マイカルタ絶縁環が入、　　つていても，メタルおよび油　一　　め温度上昇に異常ないことを　　示・Lている・　　　つぎに流賎接手に1201の　　油を入れまず電動機を起動　　し，つぎに流鰹接手により通　　風機の回轄を上げ負荷をかけ、∵て軸電砲）饗化する状況を調　　べてみた．そのときの軸電流．，は，、起動憐間には測定器のメ　　ごターが振り切れる程度の，　’　　　　　　　　　　　　　　も　　恐らく敷百アンペアq電流が　　流れ，直ちに20A程度に減．　少し，それが負荷め増加と共．　　に次第に増加して70A程度　　となり，その負荷に一定して　　おけば（この場合650r．p．m．）‥55A位に落潜いてくる，更に　　回轄を上げて全負荷にて連績一　　蓮轄をすると最高110Aまで・t’壇加する．またメ”Pt　・一の針、　　は常に動揺しているが，負荷　　を一定しておけば最初は動揺　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の範園は狭くなつてくるけれ　　“ども，更に蓮轄をつ父けると　　　　　　　　　　　ほ　　再び動揺が激しくなりrこの1　　時｝tet最後に660　A〜80　Aの　　間を毎秒1．2サイクルの周期　　で棚則に動榔つssufi．　［　　　回韓敷を饗化し負荷を饗動　　するときに軸電流が饗化する　　のは，そのとき小さな振動が　　起りそのために油膜が更に薄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く不安定になるからである．　　これは雌接手内の油量を愛　　化するときそめ内部で輕微な　　サ’ジングを生じ，これが油ny　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．’　10　（198）　　　・電酬　　縦麟　　　　　　‘　　　　　一　・釜一一一雫・／／　　　／／／／／／・　／／／／／1ノ／．ジ〆’／　　　　　　　　　の　膜の駅況に影響するのでわな�d憤ど，鮎・淵澄接手の大　きなGbプとその徴小愛化によつて起る接動荷重が，本t’、軸受にとつては過大である様に考えられる．　　　　Y　　さて以上各種め測定結果に基き封策を旛討の結果，最　初の設計と同様にマイカルタ絶豫環を入れて軸電流を完　全に防止すること，流豊接手は一段小型のUA−80に、　とりかえること這う編を得た．マイカ，・タはそ∂機　械的強度や牧縮の間題などで懸念される鮎もあるが，大　　　　　　　　　　　　きな衝激荷重さえなけれぱ十　　　　　　　　　　　　分安全であかまたこれに代　　　　　　　　　　　　る絶縁方法も早急にわ實施し　　　　　　　　　　　　難くかつその良策も見當らな　　　　　　　　　　　　い次第である、第38園　曽勤歳の組合あせ．2　〆・s4L74cん8’88．芦＼789．「。2ノσ、第釣薗　軸端の測定位置　　　　　　　　　　　　　　じ＿　　第5表　軸曼メタルの浬度i昇、メタルの温度上昇ec〉　’吋ジソグの温度上昇゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、位置無負荷負　　荷位費無負．荷　　負　荷●2LO11LO’10．0「　b　　　　　　　　、20．8ン22．4　　’210．912．5o19．023．5314．014．0〆　　　d21．0．23．5413．1工5．521．438．0、一寸口．013．0，　f　　一臼20．829．2611．0919．07U．513．0b．18・820．5812．814．0、i　　　ノ＞18．821．0910．5　‘13．0」2LO　，21．5101LO1LO’　麹33°C　　，．nやv．、．．．一、ta9．軸電流防止法　　　　軸電流の防止法には色々な考’　　　　案が行われている．最も普通　　　　の方法は　6圖のように軸受　　　　メタルと軸受ハウジソグの間　　　　に絶縁を入れる方法である　　　　が，　これ｛ま同時に熱の絶縁と　　　　なり，また機工上，組立上，　　　’　　　　機械的に不安な敏識があi6・，　　　　その他セグメント・コアー−Pの　　　　鳩尾を勤構の位置に設けず，　　　　周邊の’1みと3みのところに　　　　ノ　　　　作つて，いわゆるoffset　segr．　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　mentにして，縫目の敷を2　　　　倍にする法，φあるいは適壷な　　　　装置をつけて軸電流を相殺す　　　　る法，または軸の爾端に刷子・　　　をつけて軸受を短絡する法な　　　　どである．いずれにしても複　　　　雑になり高便につく．またペ　　　　デスタル型の機械では實施し　　　　易いがブラケヅト型では困難　　　　である．　　　　　要するにこれらは軸電流防　　　　止法としては消極的であつ　　　．tて，それよりも積極的に軸電　　　　魔を登生しない様にすべきで　　　　ある．それには前述の法則に　　　　よりあらかじめ鐵心の分割敷　　　　を選曜ねばならない．極敷と　　　　分割数あ組合わせを．／6表に　　　　示す．表にて分るよ5に最も≡≡菱電機・VOL．22．　No．7・1948、し．ト、　　TF亀ど二　1−　f−1　X’‘・，　，1∵、．．パ　　　　　　　　〜．　r　”　　1　　　　　　都合のよい分割敷は珊であつ1’これで1土32極以外　軸電流を護生しない■1しかしこれは硅索鋼板の標準寸法から各樹法働を搬く§き・最も醐的な方法・　かならずしも一致しないから，場合によつては高便につ’　くこともある．　　　　　　　　　　　　　　　、　10．結　　　　論最後に結論として本事故の原因を考究するに，　’UA三90型流燈接手と本電動機との組合わせ1ま，機械的に釣り合がとれず，その爲に電動機軸受は僅かの機械的振動にょ　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モつて油膜の形成が悪くなb，境界潤滑状態となつて軸受メタルの機械的磨耗を生じた．　また一方電動機は軸電流の絶豫が不良で豫想以上の軸電流を生じ，’これがあるいは油膜を破壊して火花放電を起しあるいは軸と軸受が金麗接鯛し’C「大きな持績電流を通した．その爲に軸受メタルの面にピツチングを生じ，・しからざる場合も局部的に高温度となり，これが軸受油の劣下およびM受メタルの磨耗た拍車をかけたものと思5．　軸電流と軸受メタルの磨耗の闘係についてはなを橡討すぺき問題が多敷残つているが，それは後日1に譲ることSし，とにかく本件は，軸電流の絶縁を完全にし，流膿接手をVA　80型にとりかえて一臆の解決を得たもの　　　　　　　　　　　Nと信じている．　摘筆するにあたり登電所の生命たる汽纏用誘引通風機に致命的な故障を績護して雛菱側に多大の御迷惑をおかけしたことを深く陳謝し，その間約1年牛に亙り眞蟄な技術者的精紳を以て故幽策に御指導御援助を賜わつた　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　　　　　　　　　　　　　　ペ日護久米次長，本郷電氣課長，古賀汽罐課長，な6びに繭戸齢所文野博士た封し厚く敬意を表する次第である，文献（1）E・G・『M・・興：Bq．　aTi・g　C…e⇒G・E・fe・i・・rr　　　1914．・P．936．（2）・Q。⊇・。。nd　dn・W・iS　S・：ti・・，（瓶R・Vi・W、／　　　1915，p．311．　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　，1（3）P工．Alger　a亘d　H．　W．　Sam即n：Shaft伽rents　　　in．盈ect’ic　machine．　A．LE．E．1924，　p．235、（4）’C．写．・Peaτce：Bearlng　C〔frren題一Their　Origfn　　　and　Preventidn，　Eleo．　Jour．　1｛）27，　p．372．＼〆　　館6寂　　　軸間§鴫Uヒり亀たる恒●と畠賦凋｝分銅鰻co鰻合あ曽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、＼註　n＝セrsソトの貨P欝鱗興輌・。．tE、，．、、、、、…M。。∴　　　る・　　　　　’，　　　　　　　　　　　　　　　　ξ　　（2）’軸電流の周暖敦は・電源周波敷↓二その分子敷をかけた　　　値である・　　　　　。　　　　　　　　　　　／　・　　　”　　　（3）　分子が偶数となオ叫ま�滑磨oま稜生しない．1E”　　（4）表屯吻印の組合わせは軸電流が蓑生する．、、、　　　　　　1、Iil　　　　．『「‘　　　　　’1．kXI　　　　　．：ぷ　　　　、・ジ　　　　　　；，z・ii）・　　　’1　　　　ゾド　　　ロ　　三　　ば1　　　　’、’i：；；；　　　　　∵’到’綿騨の端i・蜘kL｝　　　　ご1：i（lee・〉．誌・・：§　　　　　三　　　　　’1，S新／製電■氣’機　　　　　　　　M一i’、　　　　　輌　　↓’t關●車用9−／・f　J　　　　　’流一・器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’巖蕊綴鰺よ驚還愁遮；蹴ぱ�l當濃麟妻断の　’L’鍾遮翻器に比Lて，現喪までのところその研尭窺達1ま誠に微々たるものでx當ttにおいてはこれf．が樹康に‡をちてしプこのlSR　105断流器を一層遮噺暗實なjbのとするため改造試作をな　L，廟かその成果をみたので，この試作三菱型断流器について紹介すると同時に，その〆漸雌にmagV＝三喋誌っいての識結賠髄て雌煤告す9．　・　　　”　，　　　−　　　　1　　　”迫璃醐　小　・川　清　一一’…三　　．　　tttt・。　　1宮　内　圭、次’iPt緒　言　　　’　i：　・璽鷺露欝ζ蕊菖璽警議藍瀦農　EF　15形以來電氣機關車に使用されてきた8R　lq5髭斤ノ端馳その主回路の綱および過鯖縫繍醐合わ’せて故障電流に蹴、る保護装置として使用された直流遮‘：蹴器であつて，1・麟綻格450Aで最大遮綱容量ピ‘’咋1卿V・2°mH回路｝・おいて4・OAの鏑を目標と；しfeところの現今我國にて製作されている電鐵用断　流器の中で最大容量のものに麗する．　　しかしながら不幸にしてこれが使用に際してしばしば焼損轟故を起したので當冠においてこのSR　IOS　gma器鋤をぺ聯なalの・す・たあ試作・たの・達型‘・断流器である．當断流器の性能をなお一一’ms向上さぜるた［めご∋敵討試験を實施したので簡単に紹介する．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一＼　　11’直流遮断器の性能に⇔いて　’　　　、　　　，：直鰯器として考えるべき問題ぱワ遮勤開始まであ死時聞逼・ad　time），綱容量およδ遮断状況であるが　dead　timeは機構的に解決される問題で，この種の断流、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　器ではある程度以上短くならない・遮断の際づごead　time　　　　　　　　　　Q　　　　　　　　　　　　　−　’　　　x212て200）第1圓理想蓮、断　　　　　　　’�`∫況に關してはほとんど問題でない．この要求に封しては　　　＼良質な絶縁材料を用い各部に充分な寸法を與えればある程度まで遮断容量をますことができると思われる．しか　　；’しながら限られた材質と限られた場所において最大な遮断容量を與えるためには何としても遮麟状況を橡討して撒齢最も離淘鋤くこと櫻嫁し埴ればなら　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベ　　へない・いま遮鰯の際の電流電墜の波吻：第珊のよ5，な遮断器を理想鋼器と考え，この理想遮勘器における電孤時間，電孤干ネルギt一を求めるとつぎのよう　｝t’tiる・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”，・l　　　　Ta＝忽玩π　　　　’　　　　　　　　　n−1　　　　メ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　ヒ　　　　vala　：＝？n｛1−〃。（n−1）｝　　　、　　　　　　　　　　／、帳x監一・2・｛tL（n＝・）弓　　　たS“し　Ta　±電孤時間　ミ　　　　　　　T・＝回路の時定敷　　　　　、　　　　・電孤電堅　　　　　　　，％遁灘嘩　．　　−　　　r　克。＝ln⊥J　　・　　　　　　　　　　　n−1　　　　・　　凪コ電孤エネルギー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　124、b・＝電孤エネルギー比1、’、　　　　　4｛三菱電機．VOL　22．　No．　・　7・t　19948　・、ge、’　レ、〈一’●i、戸L0，　　「・一’t−、　　　　　．一；　　　・．＝・一一y　・・　．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1　　　　’、．理想遮蹴器におけるn，le・，および6・の關係を示すと劇琴の如くである凄に示すように・の値の大き曙同三遮断電流に封する電孤時間および電孤エネルギーは小さくなる．しかしながらnの値は耐璽上限度があるのである限度内でできる限り大きいことが要求され駁實際の遮鐡においては電孤電歴はかなり上下し，その最高値が耐堅上間題となるから電孤電匪はできるだけ雫滑であることが墜｝繁しい：　　　　　　　　i　　　　　　　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−！ノ．　III　三菱型断流器一r　’mt’−T’一””　　　　　「1．構！造　　　　　　　　’第2口は三菱型断流器の外形を示し，第3圏はその構造読明圖である．これを第4圖に示すSR　105蹴・器と比べて相異する馳を述べるとつぎのとお力である．　　　　　　、　　　　　r　ア）アーク流し箱の塞隙容積を從來より増大し　　　　へてその冷却効果を大きくした．　〆のアeク案丙の形朕を大きく八の字型に開いて亭行型ア”ク案丙において電孤が逆進しがちなのに圏してこれを無くした．　　　　　e　ウ）下部ア’一ク案内を固定部と可動部に分かち可勤部重量を輕減し全長を長くした．　’、　一一一’　二　’tS・・　；／一一’∵’　、．’「一’一　＝’ニロミ7　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　’（　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i蹴輪の櫨を低ぐ下噸醐東繊じ，併桓て劫峯’1　　　　　　　　　　　　　　　●　　t　隙を増加させた．　2．性能　　　　　　　　　　　　�d　當断流器で電源1500V，誘導負荷23　mHの回路を遮　‘　・勘した際には遮勘電流1500A前後で最大の尖頭電嗜約13500V（電磁オシロにて測定）を登生し，遮断時間は遮断電流50ム，1000Aおよび3000Aにて夫それぞれ0．08秒，O．02秒，0．055秒で4000Aまでは完蚕に遮噺し得る・遮断のオシログラムの一例は第5圓に示すとおり’　　　　　　ヒで，3000A　附近の遮断電流では電孤電塵波形は相當雫馳滑で理想遮断に近い．断流器の遮断動作は，電磁辮め電磁石が滑磁されると塵縮塞氣が勘たれ，塞氣抜孔が開いエ）アー燦丙嚇面を短形XXから聰｝こしてアークの断面が小さくなるようにした；orM“St　罫一〜　オ）磁器回路の磁鐵板の断面積を増して途申の　　　　　　　　　　　　　　　　　ざ漏洩磁束を少くした．　　　　　　　　　　’　　　・　カ）指孤線輪をスパイラル雀きよリエツヂワイズ巻きとして線輪の冷却効果を向上せしめた．な新製電氣機關車用断流器・小川・宮内第3測試作三菱型断流器構造読明圓噛霊．〆第4回　SR　105型断流器C201）　13∵t＼●1�eゴ　・［ll’i：ニン冑ij2�j・巨い　’1�i．，　　、　　　1ミご．，『’　　rl∴醗警で醗◎二�n二三；　　　　　　F　　　　　　　　　　　　　　’「’・一ニベ〜“吉二ー　ご∴シll　lア，kr「�n�e・1τでτ奪言亘聴ぎ苦零饗・　　　　　　∵∵∵T、・∵だ叉r∫・’で’　　　　，　　　　、　k　　　　　　　　第　5　圃　　1500　V，　　て，シリンダー丙のスプリングが働いて接鯛片を開く，　　これに要する時間すなわちdead　time　l’t大ee　O．06‘秒で　　過負荷纏電器が働き初めて遮断開始までの時間は約0．1　　秒位であるから高速度遮断器のdead　timeに比べると101　　倍程度長い．しかし從來の断流器に比して比較的dead　　tim。が短かい．　　　IV箇流器遮凱性能に及ぼす諸要素の影響　　翻流器の遮職性能に及ぼす諸要素の影響をご三の實験に　　より判箇するさとは極めて危瞼なごE．で，試鹸のたびの　　電源の状態，・接鰯片の状況，その開閉速度等複雑な諸條　　件によ延確な繊は知りにくいので・筆者の数ケ渇に　　およぶ試験結果もあるいは誤りないことを確言しにくい　　が，その間に得た諸結果を簡軍に述べる．　　1．遮噺方法による影響　　　’　　、・　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　ア〉直列遮噺　　　　，一；現今電鐵用の蹴雛多くの齢2埴ダ』嘩績してお　　り，これを同時に遮箇して遮麟容量を増大せんとしてい　　る．この直列遮断は遮断時間を極めて短縮し，大電流の　　幽瀦励らしめる’しか乙・噸端子間峨封る　　電墜は5000Vを越えることは珍らしくないから耐壁上23m葺回路N　　　　漉蜥オシログラム、　　　　　　　　　　、．∵極めて危験である．この異常電璽を減ずるためには一方の薗1流器に並列に0．59程度の抵抗を挿入することが相當有敷であることが試験結果より分かる．　1　、　イ）並列纏噺EF電氣機闘車の場合，モ声ター回路並列蓮轄の際には4ケの闘流器を直並列に接績して遮噺を行つているが，並列鍋は遮劃容量を増加することはない，それは爾蹴流器が同一瞬間に遮断動作をすることはほとんどあb得．ないでt遮翫動作の遅れた櫟のみが綱を負櫓するからである．したがつてこの場合常時の通電容量を増す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●だけである．　．2．各部改造による遮断性能に及ぼ影響’　　　　　　　　　　　　ノ　ア）　アーク流シ箱について（1）亮6園に示すように3ケの横仕切を設けて電弧長を増加せんとすると，箱内の流彊抵抗を増し，かつ渦流を生ずるためか再賂弧甚しく電弧時聞を長くし，したがってまた電弧エネルギーを増加する．この場合の遮跡のオシログラムの一例を第7回に示す．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、（2）縦仕切板を2枚に増すときこの場合再賂弧は起さないが電弧時間力く相當長くなる．これは冷却作用を増す作用と，アーク・路を細分して電氣、s　　第6岡　アーク流し箱　　　　　　　　　　　　　　ノ　14（202）＼　　　　　　一一騨．岡第7回　1500V，23　mH回路　遮断オシログラム　　　　　　’　　　　　　　　≡≡裟麟●yOLt、22．頁◇7●1948、’●1、−＼蹴を大にする作用より・洗麟抗繊す作用励鉄きくなるものと思われる．　　　一　　　　　　　　’（3）縦仕切板および横仕切板を取除いた場合は，アーク流シ箱内の冷却作用が充分でないためアークェネルギ’．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を消化し得ず，電Utthミ箱　　ノ外た出すぎる傾向があつて大電流め遮断に不都合であ・る．L（4）縦仕切板に眞鍮棒を挿入するときは，眞鍮棒のなO，IO、暢合跳べて遮鯛齢輪08長くなり，電弧電塵砥下Pt　o，Ohする・．　・　　　，わ消醐勧錨を滅声　　　ずる場舎　　　’　　、　α02｝11回巷きより9回巻きに減ずる時｛聴断電th　IOOOA以上で再賭弧を生じ，そのため遮勘時間を墳ししかも　　t尖頭電弧電膣は小さくならない．これは巻敷　　　　　　　　　　　　　　｛a｝が少くなると遮断の終り近くの小電・‘流において吹消力「ヵ：充分でないためと思われる．　・　ウ）消弧線輪内　　の繊心断面積’　　を滅じた場合この場合再鮎弧は起さず2500A以下の遮断は良好であ〜るが，更に遮断電葺が大きくts　6と盧弧時間が急激に　　　ノ長くなる．したが、つて絵り勘面積を減ずると遮断容量は低下してくる．↓．400v　　　　’■ユSs　’　　　　　　、’　　　　　　　、！　　　　　　　　、’　　　　　　　　　　、晶oσ橿　，＄2�u〒’二｛・’＝⊂∵一・「一一一c：’セ・三τ戸＝∫三で了7琴｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．“　　　　　　1；：］形は勧れ，雫滑な理想歌態に遠ざかる．遜ヒ下辮な　一・形胱が良好なように思われる．　　’　　　　　　、’V．結、、　　s”’h　　　　、、、、、　　　　　1｝v’，福祈騨’’’！’’言　　　　loOOA　　　　2000A　　　3000A　　　　　　〒遮断電流　第8間　1500V，23　mH回路、　　　　　　實線　錨心断面を35％滅　　　　　　勲璃　消弧線輪　2巻減s醐電流　1500V・23吼H回路・壊断オシロプラムω、（β）ラ肖弧線輪2泰減・（C），ω金矢心lnt面35％　　　　　　　　　　　　．1’以上試作三菱型勘流器について，およびその遮断性能に及ぼす諸要素について簡∴’里に述ぺたが，これら性能検討試験および経験を基にしてこの電氣機闘車用蹴流器を一層改造しつ▲ある．’　　　　ヤ最近電鐵會赴より電車用噺流器としても大容量の箇／／、流器カミ切望されてきているが，幸い同型の齢藤を近；《馨璽�f璽繋；大いに喜びとしている夢（第ttである・｛8｝へi■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　9　圃　　遮断オシPグラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　しかしながら電弧電　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘．魅醐當低いので直列遮齢ごは妊都合かもしれない・第　　当　考　　〜8圃および第9圖はこれらの事實を示すオ吻胃グラムお　　幅田節雄講演「直流遮断器の性能について」　　　　　　　・よびその關係特性曲線である．　エ）磁鐵板形状について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　、磁鐵板の形脚類一ク流シ箱丙のmame布を決fa・L・遮　　　　　　　　　　　t　　　　　、　　�j断性能に及ぼす影響は大きいと思われる．磁鐵板の形状　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　Linを申央水噸上よ好方に大き‘くし腸合橘弧電醐一　　　　　　　　　　　t　　　　§新鏑氣麟朝撚・小川・甑．　　　　　　　　　　　　　（・め15▽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ウ三1」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　、　　：，，　　　　　　　　　　、�n　一t−・一　’t，・・1・　○＝”ゴ・ttt’1；、一’丁’：・“　　　、／’二三：〜　　・ピ　t．．J’こ．　　．　　・、’・　　一ノ　　．、写　　tt・、　　・　　・　　　　　〉　　〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　K．1船　舶　用　5’つW’援酷　装‘置　　　昭和22年9月より本年4月までに當所にて製作納入した船舶用　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　50W　m撃襲置（VQZ−50　A型）の方式，構造，機能の概　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざベシ　　　ア：　　　要，取按操作1爾整方法などの大略を説明L痴ものである．”　　　　　　　　　　　　　　　　伊丹twm　　春　次　政　次郎　　k　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　1．緒一　　言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コt一　　最近噸醐麟置は一般劇場を始め騨構内取�蒲p・　　　工場胤學校用，炭鑛用と各方面にその需要は著るしく　　　増加してきた．當所においてもかねてから試作研究中で　　　あつたがs”機會を得て昨年4月これが製造に着手した．’　　　　　　　　　　　　ノ　　ふ同年9月から本年四月までに船舶用として三菱重工業神　　　　　　　　　戸造頗，同廣島造舶，同長崎造船，同横濱造般など各浩　　　叢蹴蒼謙實�n二よ�f轍羨簑　1『向・鐵道操車場向など受註確定し現在さら｝9新しい型の　　’ものを設計製作中である．　　　　　　　　　一　　　以上Qうち船舶用のものは最初に設計，製作したもの　　醜り・製作踵梱繊こと泌つt・h：，二願鞠／　　とし七完成を見るに至つた・以下標準型般舶用鑛聲装置：！の鱗の継を御締したいと郎・”　・、．2・撒噸、一　ご　　本襲置は般舶用としてとくに耐震，防潟に留意し設計，　　　製作塔れたものであり，その構成部品の逞蜜睾にも苦心し　　虞塞管，、バリコンなどにはすべて緩衝装置を施しstマlt　　　戸ホカソf　yt−，．　＝イルなどとく｝・繍により劣、纏�f�f蕊�f；欝鶉よr�f：9　　巖ど鶴なラ・パ操用して・、・る・　・∵．繋麗�l讐；：蕊驚議：：1�f　　べ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　ど直流なるため，別に附麗の電動登電機を蓮痩し，AC’’バ�M〜を得て・纏鯛している・般丙瓢駆　　鍵動の場合は，電堅調整器によりつねに100V一定に�n保ち，本麺灘實に動宿蜘く設備されて・ご．　　　　ト　く　本装置の麟器は，・室内用としては金麗ケeスに牧め、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δ　　た6％吋および8吋ダイナミ’ツクスuvカーJ屋外用と　i”1しては繊製の）’“一で覆われた耐暴風雨型スピーかが’L∵あり，註文！＃の灘要求に鷹ぜられるよ5になつている　　　　　　　　　　x’一，16、（204）　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　’　　　　　　、　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・i　、　・N　　　3．構造および機能　、　　　　　　　　　1　　ア．．本装置は次の部分より構成されている　　　本髄（試聴部，，受熔部，増幅部，操作部，整流部，接1　←　　　績盤）　’　。　　　　　　　　、　　　　　　　一　　　　　　　　、°　　　レコードプレヤー　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　マイクロホン　’　　　　　　　　　　　　　　⇒　　　　、　　　嬬聾器ン辮属撒品　tt．∴　　u　　es　1．圖は本陛の外観圓である・第2蹟は各裏蓋を取り除　　いた裏面よりめ岡である．第1圓において上部よb試聴　　　　　　ヘ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マへ　　郎パネル，受信部バネノら増幅部よろい戸，増幅部パネ　　ル操作誤ネル，ma’よう�d嘱整流部パ＊・e，　Pt’　績盤パネルであり，・各パネルはおのおの前面より容易に　取外し，繊，修理のでき得る構浩になつている，また禦驚麟巖�f欝澱竃二　　きれている．　　　　　　　　　　’　　　　　　一＼　　マイクロホソおよびピツクアツプの大力は，壇幅部パ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ　　ネル面に設けられた接績栓受に接縫栓を挿入することに　　　ノ　　よつて容易にできt，・ジ杁力は凄面嘩中線端子�b鑛麟�f灘繍篭�l巖享L　板に接績する・ものである．各部間の接績は，各部毎に端　子板を設け，こ．21ちを外せば各部軍1蜀にて取り外しが容　易てある．（第2・N＄；la）　　　　　it　　グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ペ　イ．本装置の圭裏諸主はつぎのとお9である．　　　　　　　　　　　　（1）受信装置　　受信方式8球全波超＾テロダイン方式’r　　周波敷帯域　Aバンド　550−1，500KC　　　　　　　　Bバンド　　4−9MC　．　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　Cバンド，　　9−22MC　　．利　　得出力0．5Wにおける塞中線入力　　’　　　　　　　tt短波帯　　80μV以下　　　　　　　．　　　　　　・　　　　三藩電機・VOL．　Z2e　No．亨・1948t＼‖4t■第1田本髄外観圖（正面）　　第2圖本髄外観圖q度面）　　　　　　　中波帯　20μV以下　選1揮度士10KCにおいて25　db以上・　’　影像比a」kバソド　40db以上　　　　　、　Bバンド　；5db以上　　　　　／C，くシド　15db填上’　使用債塞管　高周波増幅一般，UZ−6P6　　　　　　　周波数愛換　　　．　Ut．　一　6L7G　　　　　　　第t局部護振　　　UY−76　　　　　　　中聞周波増幅：二段　2￥UZ−−r’6D6　　　　　　　強波自動晋量調整および低周波増幅　　　　　　　　　　　　　　　6Z−DH3　　　　　　　低周波増幅　　　　　UZ−42　　　　　　　整　　　流　　　　KX−80（2）増幅裟置’　出　　力50W、　周波敏特性　100〜6，000〜における偏差±6db以内　利　，得100db以上　　　　　“”　歪　　率7％以下　使用眞空管　電塵増幅二段　　2×UZ−6C6　　　’　　　　　　　ド’ライ2〈　’　　　　UZ−42＾　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　出力（A醐）　　2×UY−807ム、緒舶用850W撞聲装置・春弐　　　　　’　　心　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　xN　　一＾1．・一；　r’：字層∴1☆：・二：言　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ぐ　　　　　　整　　　流　　、KX−5Z3　　J　　　　　　　　　　　　　　KX−80（3）＃の他　　　　　　‘　試　聴　器6％吋永久磁石型ダイナミツクi　　　’　vコードプレヤ　フオノモーター　AC100V60N　　　　　　　　イソダクシヨソ型　　　　　　　　’ピツクアツプ電磁型、　マイ・クロホン　密封クリスタル型・　　，　　ノ　鑛　　聲　　・器　6％吋および8吋永久磁石型ダイナ　　　　ー　　　ミツク，耐暴風雨型10W電磁型ダ，　　　　一　　　．イナミツク．電動挺電機防滴型　　　　　　　　0．5KVA，110　V，4．5’A，60e∨箪　　　　　　’　　相交流遜電機　、　　　−　r　　　　　／　　　　　　　！1担P，220V（t10　V）4．7　A（9．4　　　　　　＼　　　　　　　　A弐分捲直流電動機　　　．、　・　　　　　　　　起動機および電堅調整器を附麗するウ．本装置の動作系統はつぎのとおりである・（1）　受信装置’　�H　室中線一6D6−6L7G−6D6−−6D6−−DHε，・！・、°．†灘　　　　　　　　　　　　　　　　　80（2）増幅褒置　　　　　　　　　　・　マイクロホンー6C6−6C6−42−2×807　A−　　　。。ク；�fs℃2、」翻一　4．’各部機能の概要（第1園および第2畦照）ア．試聴部　　”試聴用摘聲器および塞中線縫電器を備え・ラジオ・マイ、クロホンおよびピツクアツプの出力を試聴iならびに監1硯すると共に，船丙の無電室にて蓬信中は，室中線継電器により本騨の塞轍殖搬地し・瀧ならびに麟破損を防止するものである．　　　　　　　　　き　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　4．受信部　　一各周波敷帯域のラジt放邊を聴取する襲置にして，バネ　、∫ル面には電源開閉鵠選出ダイヤル，バンド切換器・替♂二芸灘蔓ご讃灘警�f騨�c鷺�k微動端照式にして完全なる周波敷目盛が施してあり，希望の局を選出するものであ．6．　’　　、　　バンド切換器は，受信周波敷帯域（Aバソド，Bバソ礼c・・ンド）waの切り換えを行うもので；霞罐、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（205）17●’、、、”　Lコ’：　L　　器および利得調整器は，高周波および低周波の利得を調　　整する・整流回路け，受信部專用のものを自藏しており，　　試聴部と共にラジオ受信機として箪掴に使用することも　　可能である．　　ウ．増幅部〒　　　　　　　　　　．「’t　　　．・．　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　マイクロホン，ピツクアシプ，ラジオ（受信部出力）の　　各入力を増幅して撞聲器に傳える装置にして，パネル面　　には，電源開閉器，マイク，ピヅク，ラジナ轄換器，賛　　量および音質調整器，作動指示計および同轄換器，、鑛聲　　器開閉器，試聴器轄換器および試聴器音量調整器などを　　備え，電源開閉器は，増幅部の電源を軍濁に開閉するこ　　とが可能で，マイク，ピヅク，ラジオ轄換器は，vイク　　ロホン，ピックァップ，ラジオの各入力の切り換えを行　　うものである．菅量および昔質調整器は，マイクロホソ，　　ピツクアップ，ラジオの出力および音質を調整するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　である．　　　作動指示計および同轄換器は，各貫空管の陽極電睡，　　電源電璽および出力の測定を行うものである．麟器開　　閉器は，10個あり，各麟器をおのおの軍濁にて開閉　　し得るものである．試聴器轄換器および試聴器音量調整　　器は，試聴の際に受信部出力と増幅部出力の切り換えを　　行い，増幅部出力の音量を調整するものである．　　エ．操作部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　錯丙直流電源により電動護電機を蓮轄し，本装置所要の　電源AC100Vを得る装置にして，パネル面には入力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　開閉器および同標示燈，出力開閉器および同標示燈，起　動器，電堅調整器，電堅計を備え，入力開閉器は，般内　直流電源を開閉するもので，出力開閉器は，AC　100　Vを　開閉するものである．起動器は，直　「　流分捲電動機の起動用で，電堅調整　1　器は，交流蒙電機の界磁を加滅して　‘　交流出力電厭を調整し，電陳計にょ　　りつねに100Vを一定に保持する　　ものである．　t．整流部　　　　　　　、　、操作部において得たるAC　100Vの，　電源を増幅部所要の高堅，中厭，低　．塵などに饗換し，整流平滑して増幅　部に供給する装置であるご整流部電　源の開閉は，増幅部電源開閉器にて　行ない，操作調整個所はなく，フユ　　ーズ｛ま，一括してあり，前面より容易に徽ならびに取り換えがてき　　　　　　　　　　　　　　　　　品謎へw託＾ノ〃3バε志る・　　　　　　　　　・　　　　　Pt　3岡18（206）、1h1、カ．レコードプレヤー（第3回蓼黒）本艦ξは別にあり，レコるドの演奏をピヅクアップを通じ増幅部に途る装置で，金属性のケ＿スにフオノlf・一タ”’sターンテーブル，ピツクアツプ，自動X’Fツパー，照明ランプおよび開閉器を備え，増幅部との接績は接栓および接綬にて行5．　　　　　　　　1　　　　　　“　5．’操作．調整方法　　　’　　　　・、ア・電動鯉機の蓮韓船内においては本髄と電動褒電機は装備の關係上，鹸程距つたところにあるから，電動登電機の蓮軸は，本髄操作部ですべて行5・船丙電源電塵は，かなり大きな憂動のあるもので，時には規定電堅よりよほど高くなつていることがあるので，電堅調整器を電塵小S位置にして置いてから入力開閉器を閉ぢ，起動器を操作し，電塵計を讃みながら電堅調整器を廻し，出力開閉器を閉ぢ，負荷・をかけて後に規定電魔100Vに調整する．イ．受信部の調整　　　　　　　　　　　　　　　　　fまず電蹴酷を閉じ醐部の鮎器醐器を。ジオ側に倒し，バンド切換器および選出ダイヤルにより希望の放邊周波敷に合わせ試聴用籏聲器により昔量および利得調整器を加減して通常な昔量に調整して置く．ウ．・増幅部の詞整（1）舶内一般逼知の場合（マイクロホン）籏聲器開閉器は，全部開放してマイク，ピック，ラジオ轄換器をマイク側に倒し，作動指示轄換器を出力側に轄　、換し，つぎにマイクロホソを接績し，試験的に放溌を行　　，えば作動指示計が昔聲に懸じて振れ，その最大が中央赤二M一ご“　−k−　　　　．‥　　　　−L卓、な』”一。義∫ご＿　ら　　，・ti・u・�M，・A附属品一式（撞聲器，．マイクロホン∴レコードプレヤー）　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　≡菱電機・VOL．：za，　No．7．1948ttS9■1線丙にくるように普量調整器を加減する．籏聲開閉器を開放して置いても麟器に替える等債抵抗を挿入してあるから，一・度上記のよ5に調整して置けば，摘聲開閉器を任意に開閉しても負荷に愛動がなく，作動指示計の指針もそのまLであるr（2）　レコード演奏の場合（ピツクアツプ）マイク，ピツク，ラジオ轄換器をピツク側に倒し，レコードプレヤーを操作し，ピシクアップを接績し，（1）項と同じ方法にて調整する．（3）　ラジオ受信の場合受信部の調整は，前もつて行つてあるから，こオiを増幅部に入れるにはマイク，ピヅク，ラジオ魑換器をラジナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●側に倒し，（1）項と同じ方法にて調整する．（4）　試藩器縛換器の扱い方ラジオを軍濁で働かせて試聴するときは，試聴器韓換器をラジオ側に倒し，増幅部の出力を試聴するときは，アンプ側に倒せばそれぞれ試聴がごきる．ただしマイクロホソの時は，試聴器を働かすと，笛音が出るから使用せぬように注意が必要である．試聴器の昔量はラジオを試聴する時には受信部の音量調整器で加減し，増幅部の出力を試聴する時には試聴器昔量調整器で加減する．（5）　督質調整器の取扱い方管質調整器は，普通中央位置に調整するが，晋樂を増幅する時は（低），音聲の時は（高），の方に調整すればより良い音色がでる・　6．船内装備　　　　　　　　　↑　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　撞聲装置といつても，その用途，使用場所などによつてその方式，構浩などいろいろ異るものであるが，般舶用としてとくに耐震，防潟などに留意して設計されたもgでも，船内装備の顯を充分考慮して置かないといろいろの障碍が起るものである．その一つの例として陸上で試験調整を終り，完全なものをいざ船内の放溌室に取り付けてみると，船丙のエソヂンの猛烈な振動により電動袋電機，あるいはそれ自身に直結ざれた主登電機の刷子よM■■■優秀技術を開放されたり火花を護生し，これが受信装置雑昔の原因になることが往々ある．また室中線の引込線を，他の電燈電力線と噸は束ねて船内の壁にはわせてあると，これから誘導により受信装置に雑音が入つて來るものである．　これらの封策としては，本隈および電動襲電機の据付場所の選定であるが，本｛澄はなるべく機闘室と離れた振動の少い場所が望ましいのであるが，船全彊の装備の關係で許されない場合は据付のとき木製の量に厚いゴム板を敷きその上に据付け，また電動疲電機にもゴム製の敷板をかませて取り付けることが必要である．室中線の引込線はなるべく短くなるように，また裸線で引込む場合は中纏碍子（附属品）を使用して壁から離し，電灯電力線となるべく近ずtナないことが必要である・7．結以上述ぺたように賠舶用50W撞聲襲置の標準型のものは完成したが，需要家の方からこのほかいろいろの要求があり，すでに横濱造船に納入したものは，先方から放溌室以外に操舵室にもマイクロホソを備えて，非常の際には操舵室より緊急放邊ができるようにとの要求があ．り電源回路は，放逡室より操舵室まて別に線を引き，開閉器にて切り換えし得るようにし，増幅出力回路の切り換えは，纏電器により操舵室にて遠操できるようにした．今後は電源より入力，増幅，出力回路まで全部縫電　　‘器を用い押釦で遠操できるように考慮している，回路，方式については，以前より充分櫨討し改良して完成したが，なお優秀なものとするために努力している．　構造，外観の顯も最初に製作したものより最近紳戸造船に納入したものは改良され，外観，題裁もよほどよくなつたが，なお一層近代的な機構のものにするため考慮申である．現在鐵道操車場向け50W摘聲装置の設計，製作に着手しているが，その使用場所によつては，もつと大きな出力めものを必要とするので，100Wあるいは　’200Wの砲のも計選している．三菱の　　　合　金　　　　　　↓燐青銅・洋白一銀・線・棒15％燐銅・ニクローム鐵クロームー線・帯等各種電熱合金・ユーリカ・コソスタンタソ・フヱリ＿・アドヴアソス●マソガニソー線・帯等各種抵抗合金及ヱナメル・絹巷液化被膜品鍍金用ニッケル極板ゴ　ム　　　　　　↓各種レインコート’・雨衣類ゴム布類並同製品ゴム　シート・マッチ　顔工業用各種パヅキソグ類ゴ　ム　管・ガスケヅト類ヱポナイト製品工業用ゴム製品・ソリツドタイヤ・自動車チユ・・ブ・各種ルーフイング類紙絆創膏・テ’プ類メツキ　　　　↓＝ツケル鍍金クロP一ム鍍金錫鍍金亜　錯　鍍　金其の．他各種鍍金船舶用50W撞聲装置・春次（207）　19xCR3型レンら　ンについて路戦後現在まて，進駐軍向けに納入した電績レンシには，CR−1型とCR−3型の二種類がある．　CR−3型1まCR−1型を改艮したものて，本女はCR−3型の構造磯能を，　CR−1型と比較，鮒照Lつs読明Lたものである．名古屋製作所　堀田武　之　助1．緒言　　當冠のレソジ製作の歴史は，昭和3年以來海軍向け烹炊　　器を製作し，商般向けとしては，昭和15年日本郵船，　　・　　新田丸，春日丸，入幡丸の烹炊器を製作した．その後戦　　宇のため，”一一eeこの方面の研究は中止しでいたが，絡戦’　　後，蓮合軍より電機器の稜註ボあり，米軍宿舎用として　　各種の家庭用レンジが含まれていた．　　　この註文に封して，昭和21年6月から昭和22年3　　．月までに納入したものが，CR−・・1型で，これに引績き　　C］［ト3型を納入した．　、　　（第1囮，第2風第3画書照）ノ／IL　CR−3型の仕檬L構　　造　熱盤　4ケ　　　オープソ　1個　本膿　　鐵板製　耐熱白色塗料仕上げ　熱盤受，衝立　　ステンレススチー　　　　　　　　ル板磨仕上げ2．寸　　法　外　　形　（巾　奥行き　　高さ）　　　　680mm×680mm×1070mm　オープン　　　　　406mm×470mm×356mm難受の高さ　915mm　’3．電蓑容量　箪相三線式　200V　最大　9．4KW　内課　　熱盤10吋2KW　2個　　〃　8吋1．2KW　2個　　　　（各3段切替えスヰヅチ付）　　オープソ上部護熱豊1．5KW　　”　　下部酬　1，5KW　　　　（同　　　　　上）　第1回20　（208）4．鮒　腸　品　　棚　　　　網　　焼　　　　網　　　　　　　　皿　　遮　熱　板5．重　　　量2個1個1個1個上記以外に，第8軍技術部仕様書中に示されている，主　　　　　　　　　　　　　な賭をあげればつぎのとおりである．．　内部酉5線は，ガラス，アスペスト二重編組を施した特殊電線を使用し，陶器製クリー一’トによつて10吋以内で支持し，各線間の距離は幹線では1吋以上，支線ではslg吋以上とすること，また試翰については，室濃25°Cのとき，最大入力の状態で1時間通電後，下記温度を越　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝えないことなどボ示されている．　。　　後方15糎の壁　　　　　　　50°C　　　3　　　下方床面　　　　50〃　　　　　玄濁子肩∫熔器部分　　　　　　　　　　　　　　　　　85〃CR−一　1型レンジ第2薗　CR−一一3型レンジ三凌電機・VOL．22．　No．　Z●19486、ttぐLご　で三1一巧てで�c熟ぎ�n｝警三：で�nぞ‘＼・�n毎｝F’‘t　．，、「　，一s．也1ペモ．1ぺ　1　　・自，　　　　　、，一一’▽瞳♂’、！．、ぺ一！es　一680fi’N／�J匡620←一oe’oめ一∈．�L＼∫0一一　　　　　　　　　　　　　　　　　、o、．亡　一丁う　　．　　　　　　も80第3田CR−3型電氣レンジ外形回　＼一プアイ2C　．＿フエノールレ・ジソアスペスト，ロツクウPル陶　　　器85．C105〃540〃’650　h’上記試験後，絶縁抵抗0．3meg以上，耐魔交流1000V　　　　べ1分聞，褒熱鰻の容量誤es　3％以内も併せて指示されている．．　　　　　−　　　　　　　　　　　　　s　　　　　　’　　　CR−3　Iil．’各部構造本レシジは，從來のCR−1型の裡験か・，・・J・・Y…wa上昇に封・噂灘灘竃1曇iしたため設計上困難なことが多かつ　　　　　　　CR−1た，以下各部の構造を，CR−1型と比較しながら醐する・　　　　　　1．骨　組骨組に外板を被せぢ方式は，CR一ゴ型で行つたよ5な彊組無しで，外板剖腰噛厄獺の形微プ　レス作業で絞り出す方式に比較すれげ，技術的に一時代逆行の感じがしないでもないが，設備や鐵板の不良CR・−3型レソヂについてC堀田を考えたとき，前者の方が有利である≒考え，骨組を作繕｝灘慧�f識r酋搬C：なつfe｝：もか参わらず，かえつて板金闘係の作業時間を，・十敷時間減少することができた．骨組はすべて2粍厚鐵板を3e粍x20粍のアングルとして使用し，場．所によりては敏本の異形アングルを使用しti．i（第4．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t回参照）　　　　　　　　　　　　　　　　’2．外　　板、　　。　　　　；外板は，CR−1型の齢は搬埆断る紛とな：つていたが，，CR−3型では骨組が強度を負揚するため，1っのかテンとして存在しべね・1ま概ピ12粍の高級仕上鋼板を使用した．　3．熱板受けならびに衝立熱盤受けは，從來CR−1型で高級仕上鋼板を使用し，これに白色繊をra’Lていたが・耐熱汚損の馳か躍、ばしくなく，また美観上からも好ましくなかつたので板厚L2粍の13　Cr不鋳鋼板を磨き仕上げして使用し，衝立もgれに準じた．4．かプレ醐閉繍t從來CK−1型では，扉の自重に釣り合わせるため，第5田の蔓捲引バネに相當するもので，引張つていたのに勤し，CR−3型では，さらに第5薗扉支え金止装t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　ノ置を附加した，この利顯はつぎのとおりである・≒　　　、イ．索の切れた場合でも，扉が朗き放しにならない．’ロ．扉が締るときの蔓巷バネにょる加速度をt’一度吸”　　　　　　　　　　　　　　　　　　、司　　牧して静かに扉が締る．　　　　　　　　六．灯焼をするどき，扉を若干開⌒第4回　　構造上ヒ較圃、　　　いた朕態で行うことができ．・　　る・，　　　　　　　．5・1・ンドル、＿＼　いCR−1型では，アルミダイカスト製　●のハンドルを，直接オーブソ扉に取り付けて使用したが，温度が高く開，閉操作に難貼があつたので，．CR−Q型ではこの顯を改良し，扉との直接接鰯を避けるために，熱絶縁物を介したので，温度上昇を．°Cに押えることができた．　　　　　　一　6．オーブンオープンの，軍位艘積あfeりの滑費・　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ィ電力は，0．004W／cm3で，比較的低い値を取つているにもかふわらず，20分で最高使用温度の　500？F　　・（200°C）に達し，熱効率は優オじてい　　　　　　　　　　（20」）　2f妄�gギ　’8・．、　’）tl‥3・一／T’”�j　．、＼’Tτ三P・1　　　る・．　（喋ζ6、9＄re）　　　　　　　　　　　　，　　　　　　’　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ　　　　　　　　　　　　　　　イ　　／乙鵡聯器（°s型）ピ　、　・、　　lCB−L1型に使用した温度調節方式は，第7固に示すよち　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　や・　・に，指示器と調節器を別箇として，前者をオープン扉中ノ；　央に，後者の受感部をオ’プン後壁上方部｝こ，さらにそ　　　の後方に接締切装置を装置し，’こ　’れを前方開閉器取付板の，ツマミか　　　た第8軍の仕様では，オープソ中心　　　　　温度を測定するように定められてい　　　る闘係上，基準顯の前と後とに各々　　指示用と調節用のバイメタルを持　　　つことは，量産調整の見地から極め　　　　第5圖　　　て困難な問題であるので，CB−3型　　　　28　　ではこの馳を改良し，1組のバイメ．・　タルで，指示と調節とを粂ねた．こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　温20雀慰繋工驚’、豊¶’　　誤差≡は土1．・F以内官接鐵には銀　　　　戊8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　Kを用いダ早切装置によつて，200V　　の電磁開閉器のコイル回路を切？て　　いる．本品には苫8風第9薗に見　　　第6薗　　　られるように，赤黒の指針があつて　　v赤指針はオ声プン内温度を示し，黒　　指針は外部に出ているッマミによつ　　て，希望濃度に任意に合わせること　　ができる．そして赤指針が黒指針と’、　合致したどき，接覇が自動拍に切れ　●　　る構浩となつている．　　　8、開閉器　　　　　　　　　　　旦　　ドラム型爾切三段切換用のプ0．】ζ，型　　開閉器を開護したこの開閉器は，取　　・り付け場所の關係上，上下の熱に曝　　されることが多く，べPクライト成　　型晶では，時効縮みが出て工合が悪綾熱饅としたものは，雫均壽命が50数日という統計も　あり〜これを改善するため，鋳物圓板の裏面に1聡きの　溝を切り，この中えごクロnyムm蝋を耐熱絶豫物と共t−la　，固．〈充損した埋込式熱盤を開護した．この熱盤に關　して｛ま，三1菱電機（Vov．22，　No．31948）に田村技師が”　　　　　　　　　書いた「鋳物埋込型熱盤」の記事が　あるから参照されたい，戸締機構詳細圖orO�o田卿0配1〕1旧�戟@　目澗r（分）t一プン特性曲線　・IV・内部配線用電綜について、　　　　（第10囮舎照）ヨ　　CR−一一1型のときは，丙部配線は裸銅　　、　　線に豆碍子を通して使用したカξ，bB　　−3型のときになつてs’第8軍から　　ガラス繊維，アスベスト繊維各r重　　　　の特殊電線を使用するように指示さ　　　れ，電線メー’カと研究の紬果，下部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　編組にガラス編組を行い，その上に　　　　アスベスト編組を行つた特殊電線を　’　・　　製作した．’心線どガラス編組の間に・，．　　　tずれが起り易く，これを防ぐために　’一　　　　ワニス浸漬焼付けを行つた．　　　　この線の試験成績はつぎのとおり　　　である．　　　　1．耐熱試験の結果，ワニスの墜化一1　　　　　はt50°Cまでは使用に耐え，　　・　　　　　絶縁抵抗は試料を櫨の中に入れ　　　　　て150°Cに保ち，1時間麓過、　　t後，｛まじめ55m6g　のものカこ　　200皿egとなつて良好であつ　　た・　　　　　　　　　・　　〒、　　・器麺温試瞼では・雌84％の恒　　温槽申に47時間入れた後；’　23megが8me　g・に下つた．第7間　CR−1型レンジ温度　　　　、鯛節方式’　いので，成型品を磁器に饗更し，その耐熱性を増加じ’’　　た．　　　．9：終　’盤　　　　　　　sII、’F從來熱盤といえば，渦巻き状の溝を持つた耐熱碍子の溝．に，韓熱艦を納lt’たものを使用しTいたカ�_e，れでは煮・“こぼれなどのために酸化が促進せられ，鐵ク・一ム線を22（210）　　　　　　　　　・友、ノたS“し上記線間絶縁抵抗は，3〕糎の’材料を互に撚り合わせて測定したものであつて，上記の結果からtt’ンジ，内配線部分の温度は，最高i50°d以下であるから使用上差し支えないわ．けで，現在までに納入した14bo墓についても異状はない．　　　　　　　　　　　　　　　　一〆　N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　fV．塗装についてレシジの外面仕上げは，米國製晶は磁瑚を使用しているが，これは非常に高便なために，酷酸ヴイニール白色を採用した．この塗料は試料試鹸の結果1SOOC　’までは使　　　　　　　　　　ヅ　　　　’　　　　1≡乏菱電機・VOL．22．　No．7・1948　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎　　　　tt　　　、L．1｛、、¶ぐ3ile4ss、ド’lsノ、第8圃　CR−3型レンジ用　0．S型温度調節器●与∵一n　二　　ニ　ーt「’1に上昇すると，黒色となつて剥げる上に，　　　　　　　　　　　　　　　　　へはじめて使用したときに塗料から揮登分が・　　‘蒸稜して，悪夏を出したので，その騒を改良　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）して油焼虚理をした．この方法は，塞氣申・で強熱された鐵板の表面に生ずるFe　JO4の　．緻密な皮膜に油を塗布する方法で，そのときできたFeOゾルに油が吸着せられて，優れた耐錆性ができるのである．VII．結　　言　　　　　1第9圓温度醜箇器（O．S蟹D以上簡軍ではあるが，當既で製作したCR−3型レンジの説明をした．そしてこの製作に闘聯して感じたことを結言として述ぺると　1・外國とくに米國の家庭用器具の研究品番．12　3　4　5　6　7上　品フー−　L’！當名＿一軸　ツ　　バ　　　　　タ　　　　　コ　　テ　板窓ガラス　　　　匿／くイメタル目　盛　板音｝早轡禦腕は，相當科學的に槍討されていロてt　一一例を引けば料理についても，St・ndard　Cb・kin9　b・・kど云うようなデーターが整つていて，肉本本　2本PtリiQ　t丁　ガラス，アスベスト線構造回用に耐えるが，この温度ではや▲軟化の傾向があるので　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これよりやS低い温度で使用するのが良い．CR−3型では實測の結果，塗装面で最も温度上昇の高いところは・扉の上端で67°Cを示すからf室温35°Cとしても最高温度102°Cで，上記の目的を充分浦足するqとボできた．この塗料は塗装に困難な顯があつて，とくに耐錆が問題となつた．この詳細な報告は實際現場で研究した，西岡技師が後日本誌に報告するはずである．VL　オーブンおよび熱盤の表面　　虚理方法についてCR−1．型のときは，白色塗料と同一系統の酷酸ヴイニ＿ル銀色を，，1’　・一プンとその附麗品に塗装したが，この耐熱度は精々200°C位で1オープンが500°F（260°C）・CR−3型1ノンヂ｝こつし・｛ζ●堀田　　　”　　第10回・を焼くにはポンドあたり何分，味はどの状態のときに付けるかとい5ことが示されている．メーカもこの研究を　N・　していて，最もこの作業に合致する設計を行つている．　’’　2．CR−3型では，温度自動制御方式にしたが，時間制御方式にはできなかつた；米國ではこれを採用していて料理の場合任意の時聞に通電を停止することが可飽で，．このことが婦人の努力を著るしく節減させている．1　　　　　　　　　　・以上のように家庭作業の科學的合理化が，技術者の手によつて行われていることは，國情の相違や富の相蓮にも闘係あるが婁特記すべきことS考えられる．、終りに種々御援助を賜わつた各位に封し，厚く感謝す　　．る亥第である・　　　　　　　　、〜．1（21bpa　こ令イK　　−［∵　’1ピ；∴、・‘’　　　　　9　　　　，撒1で｛1三�`．1：：’∵ナピづ　　　をノ　．．／氷4‘　　、　　’一xif‘‘1　　　�d［1吟一．：1・’．．÷ドs、・　，［1：‘s；　　　　　　　　11ご・ll・二蹉懸き喜∵∵£二’5　．　t£i・　｛一一‘t：．；）”◎�dアぐ・rこ’∵一．’・∵∵“’ぷご・“．一＿．∴；’こ　s鰺三�n∵ソ．　’　　ゼー　’　　�d鷺�d　　　’s．　」’h　　　　“　　　　　　　　θ｛マ7　”1　　　　　　　　　　　三’・三’菱　電N機竃鷲運　一総目　．次第1號佐牢竣麟用舗理麟鋸’jl　　・、l　lll　ll・5哺力・・モ・ア冷・me・・…’・3　　　　長坂・電輔主電動機の故障∵・一・　’20、　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　書　　　　　　　�H　　’t，曇§・醜議器ltよる鞠繍鞠　　　　　　　機の起動特性………∵…　27　　　　安藤：サージ・イソピーダシスの簡易　　　　　　／▽　　　　　　　　　　　　L　　　　　第5號長沼：陰極線オツシログラフに依る全　　　　　　〆　　　　　　　測定法（過渡現象直覗装置に．　　　　‘　一，t　　　　　　　よる）‥・・…　’i”’・・・・・・・…　　33　　　b第2號『繊後Q當杜製品の概況　　一「　電力用誠晶一．．．L．．一・一…47　　上野：誘導輸利7｝こつL”C　’’’’”　143　　　　　　　　　　　　　　　　　　原　田二鑛山用標準型多段タ’ビソボン　　　　　　電動力臆用品…パ・・・・・・・・・・・・・…　53〆　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　　　プ・・・・・・・・・・・・・・・・・・…t−・1461・−y　［．蒜毅：：：：：：1：：1：：：1：：：：：：：；　瑞・魎v獺撒器一’　　　　電子蹴品＿＿．．．．．・．，4　、顯・’一⌒嘩・……・53．。　　’．　　　家庭用電気品・・・・・・・・・・・・……・…　78　　第6號長沼‘：Fe不純物カシA1およびその合E・第；漣畑繊麟の調灘．．．−85　　　鋤ミ酬第、ra、．．．、57�d�d、馴漂諮甑び自己輪醐鑓・・　　　議蓉醜冷灘のでき嘩一一　・・Si蕊二　田村：蹴臓板：・’”◆…t・　St’　　魏、繍，陵瓢にて鋤、た鰹1，｛’1�`　幽　　近藤：三竣rc−101型クリズ∨ルピッ　．　　　　　　原　　　　　　　　’　　y．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波浸入時の電位振動に闘するrl　」　　　　　　　　　クアヅプ・・・・・…戸・・・・・…　　96　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　1“’一’　　　　　　　　　　　　’＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告（過渡現象直覗蓑置によ’t　　　　　　　　　　伊　　東　：　　ミシン錐史（補）　・・i■・・一一・・　9ξし．ノ∴∵、柱ミ�j。・，、・。縫酬。ISt・3一る新　　　　　　る）’一…’’”…’…’169寮∴ご…’　�j、壕、その誠回路卵　pt　　‥：銀一テ〃噸雌の試maew”　175・麟、、．　　　、濠蹴，X、、、D．∴、。6　　藤井・柱上撒酬止器…1…79iξふ⌒：：蕊竺竺∴第噛ll：灘鵬�l：：：：：1：1｜ぎ一麟・tサブーヂ・・ル囎接蹴　　春吹・酬・・w蹴置一2閲�n∵−　　t’＋，舳れる護UA型目動熔’　　　堀甲：CR縄レンーし《’’’’”2°8k、　7）L　　24　（212）　　　　　一�nξ．　　　’．　J　1　，．’t’L’一．　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　、�n、　　　　　　　　　　　　二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　頁　　●小堀　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K服蛎毛縮による冷媒制mrvt−▲7＿・　　　　　　　　、　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　’tt　　　　頁　　　　　　　・接襲置に就いて、・…・・・・・…　116　、・　　．片岡：雲鐵用定電墜電動翼電機・：…　124　’吉田：UH−1型ラジオヒータ・一・’・128　　　　　　　　　　　　　　ク　　　菅　野：Heaviside演算子還に鋤する新／　　　　／　　、しい考察とその電氣回路解析＼　’　　　　　に於ける懸用L（XV）・・・…　130f　　　　　　　　、電子放射特性の測定・・・・・…　135　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　ゴ　酷・：機麟船物の罐・一・4・1泉d員己ノi恒一書7貢戸〒≡エー声新製品紹介，皆様お求めのミシンが　いよいよ登責され9まt！手輕に持ち運びがてきてどこても使える・一．・＿＿＿．☆　臆接間でも　居間でも　場所をとちずに　御使用できます．☆　かわいらしい小型モーターは　自由自在に速度の　調節ができて，消費電力も僅かで電灯線からと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事　れます．その上電匪が70Vまで降下しても大　　丈夫です．☆精密な機構，堅牢な構造，優秀な材質，優椎な色　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　合い馴願としても泣激ものです・　　1三菱卓上用ミシン（鍵蕩議劃附e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　・三麺機」晋21内容雛圓線圃による水晶護振器特性の橡討・……1’…ma井一ネカ・・イルの。一一・・一一一・・嬬Lイグナ．イ、トロPt整流器の顯弧回路）・・・・…’・・…・…竹rb閤　　　　　　　　　　　　　　　　　　石馳黒エナメル銅線の試験結果についでξ…一一・一…冊　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　姫井　新製品紹介　　　　　　，　　　　　　　　、灘難　　　・三麺機・撒21掲酬容Fe禰物がA⊆詩竃2鍵議、…一張谷川韻冷灘のできるまで・一一・一・一…轟替志撒欝騒當途麟鑑麟勤・黍纏銀一テルル抵抗鎧の試作研究・一一一…一・…｝・・一・菅野柱上饗厭器焼損防止器・……一・・・・…一・・’・…藤井　新製品紹介　　ホ＿ムモートンい速度加減器　　MH型高速度過電瀟匿電器　　u型デアイオ文交流氣中遮1漸器「三　菱　電　機」VOI．．22　’NO．7昭和23年12月20日印刷『禁無断轄載』　昭和23年12月25日褒行定債1部　金15圓（溌料共）●、編輯彙登行入印　刷’者・・印　　刷　　所壷　行　所小　　　林　剛　稻当．”一城　嶽　　東京都こ港匿麻布竹G町：→番地ft，・　，1　　橋　　　松、、　＼三’、　　郎・　　東京都港囁1麻布竹谷町一番地：・博　文　堂　印’刷L　所　こ　　東京都千代田田丸の内’2丁自2番地　三菱電機株式曾肚内　　「三　菱　電　機」　編　輯　部　　　　　　電話丸之内�梶@3344（6）　　　　　　日本出版協禽愈員番號B213013吋1織纏鰺」ヨ簿イ誤き．’　，●★電燈線がらとれる500W★連日の御使用にも耐え　’祷命は牛永久的・★赤ちやんのミルク沸かし　來客のお茶　　ひげそりゃ洗面のお湯　お酒のかん　等急ぐ時には絶封に必要で便利★小型，輕量（300グラム）・御旅行にも簡阜にお持ちになれます★通電中でも絶封に感電のおそれはあ　　りません〃ぱ有ろ．◆．
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